
19号� 
平成 23年度石川県公立高等学校等入学者選抜方針

について

1 提案理由

平成� 23年度の石川県公立高等学校、石川県立能都北辰高等学校専

攻科、石川県立特別支援学校及び石川県立中学校の第� 1学年入学者選

抜の方法等についての基本方針を定めるため� 

2 根拠法令

学校教育法第 57条

学校教育法施行規則 第 90条、第� 95条、

第� 110条及び第� 117条

石川県立高等学校規則 第� 12条第� 1

石川県立特別支援学校規則 第� 10条� 

11県立中学校規則 第� 12条第� 1項� 

3 内容� 

2~20 買のとおり



平成23年度石川 石川	 11県立

特定j支援学校及び石川 における入学者選抜方針

平成23年度石川 石川県立能都北辰高等学校専攻科、石川県立特別支援

学校及び石川県立中学校の入学者の選抜方針を、次のとおり定めるむ

平成22年� 5月4臼

石川県教育委

I 平成23年度石川県公立高等学校入学者選技方針

平成23年度石川県公立高等学校第� 1学年入学者の選抜は、学校がそれぞ、れの学科やコ

ースの特色を配患しつつ、その教育を受けるにふさわしい生徒の能力、適性等を評価し

て、合格者を決定するものとし、次のとおり方針を定める。� 

1 	出願資格� 

次の(1)、� (2)又は(3)を満たし、かっ、牲に� (5)、(6)のいずれかに該当する者とする p

ただし、七尾東雲高等学校演劇科にあっては、次の� (1)、(2)又はり)を満たすものと

する。

(1)平成23年� 3月に中学校若しくはこれに準ずる学校又は中等教育学校の前期課程(以

下� f中学校Jという。)を卒業見込み又は修了見込みの者� 

(2) 中学校を卒業又は修了し� 

(3) 学校教育法施行規則第95条の規定に該当する� 

(4)全日制課程に出願する場合は、忠願者及び保護者が県内に居住する者又は入学まで

に県内に居住することとなる� 

(5) 定時制課程に出願する場合は、志願者が県内に居住又は勤務している者(入学まで

に県内に居住又は勤務する者を合む。)� 

(6)通信制課程に出願する場合は、忠顔者が県内に居住する者(入学までに県内に居住

する者を含む。)

2 	 日 程

(1)全員制課程の一般入学

。出 願 期 開 平成23年� 2月17日(木)� ---22日(火)

。志願変更期間 平成23年� 2丹25日(金)� ---3月� 1日(火)

。特例出願期間 平成23年� 2月25自(金)� ---3月� 1日(火)

。学力 検査 平成23年� 3月 8S (火)及び 9日(水)

。 合 格 発 平成23年� 3月16日(水)正午� 

(2) 課程の一般入学� 

O 期 間 平成23年� 3月� 2自(水)� ---22 S (火〉

フー



力検 平成23年 3 24日(木)

発 平成23年 3月29日(火) 

(3)全日制課程及び定時制課程の推薦入学

出 期 開 平成23年 1 28自(金ト紅白(月) 

0面 接 平成23年 2月 4日(金)

。選考結 果 通 知 平成23年 2月10S (木)

。合格者発表 全日制課程平成23年 3月16自(水)

定時制課程平成23年 3月2ヲ日(火)正午 

(4)連携型中高一貫教育校の連携型入学

。出 願 期 間 平成23年 1丹28日(金ト 31日(月)

。苗 接 平成23年 2月 4日(金)

。選 結果通知 平成23年 2月 10日(木)

。 合格 発表 平成23年 3月16日(水) 

(5)通信制課程の入学

。出 期 間 平成23年 3月 7日(月) ----31日(木)

者診。苗 作文 平成23年 4月 3日(日〉

。選抜結 平成23年 4月 6日(水) 

3 	一般入学  

(1)全日制課程については、次のとおりとする O

ア	 入学志願者は、一人 1校 1学科(コース)に限り出願できるものとする。

ただし、次のとおり同一校における第 2志望又は併願を認める。 

(7) 普通科、職業に関する学科、体育科、地域創造科、演劇科及び総合学科の間で、

第 2志望を認める。

(イ) 普通科にコースを設置する学校については、各立ース及び普通科(コースを除

く0) の間で、第 2志望を認める。

(ウ〉 普通科と理数科については、順位をつけない併願を認める。

イ 学力検査等については、 1日自に国語、社会、数学、理科及び外国語(英語)の 

5教科の学力検査を実施し、 2自由に面接、適性検査、作文及び小論文のうちいず

れか一つ又は複数を実施する。

ウ 学力検査における慎斜配点は、 争学科(コース)ごとに実施できるものとす

る。

だし、比重を高くできる教科は 2教科までとし、比重をかける配点は 2倍を超

えない範囲とする D

エ 出願調整のため、定められた志願変更期間内に限り志願変更を認めるものとする O

オ 県外からの保護者の転勤等により、やむを得ず定められた出鰻期間内に出願でき 

-	 ~ 
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なかった者のため、特例出願期間を設け…� 

(2) 定時制課程については、次のとおりとす…

よけ 
N 

ア 入学志願者は、一人� 1校� 1学科に限り出願できるものとする。

ただし、同一校に る異なる部(午前部、午後部、夜間部)の開で、第� 2

める。

イ 学力検査等については、国語及び数学の� 2教科の学力検査、並びに面接及び作文

のうちいず、れか一つ又は両方を実施する。

ただし、� 20歳以上の者は、面接及び作文のみで受検することができるものとする O 

(3) 	 一般入学で募集する人数は、募集定員から推薦入学の合格内定者数等を減じた数

とする O 

(4) 	 選抜資料は、中学校長から提出される調査書及び成績一覧表による内申並びに高

において実施する学力検査等の結果を資料とする。� 

(5) 入学者の選抜は、調査書及び成績一覧表による内申と学力検査の結果との相玄関

係等を十分考慮して審査する。


なお、面接、適性検査、作文及び小論文の結果も十分参考にする。
 

(6) 合格者の発表は、各志願先高等学校で、受検番号の掲示をもって行久� 

4 	推薦入学� 

(1) 平成23年� 3丹に石川県内の中	 の者を対象とする。ただし、七尾東

等学校演劇科については、県外の中学校卒業見込み又は修了見込みの者も対象

とすることができるものとする。� 

(2) 	 出願は、対象学科(コース)のうち一人� 1校� 1学科(コース)に限るものとし、

合格の内定を得た場合に入学を確約できる者とする。� 

(3) 全日制課程については、次のとおりとする O

ア 普通科(コースを除く� 0) の推薦入学

(ア) 募集人数は、募集定員の20%以内とする。

(イ) 志擦できる者は、次の a及びbを満たし、中学校長の推薦を得た者とする。� 

a 	 推薦にふさわしい学力を有すること D 

b 	 当該高等学校が定める推薦要件を満たすこと。

イ 職業に関する学科、体育科、地域創造科、演劇科、普通科(自然科学、国際文化、

人間福祉、博報科学、スポーツ科学、芸術及び外国語の各コース)及び総合学科の

推薦入学

(ア) 募集人数は、募集定員の30010以内とする。

(イ) 志願できる者は、次の� a"-'cを満たし、中学校長の推薦を得た者とする。� 

a 当該学科(コース)を志望する動機、理由が明白かっ適切で、あること。� 

b 当該学科(コース)に対する適性、興味及び関心を有すること O 

の記鼓 ること又辻当	 定める推C 



を満たすこと。


拍 定時制課程については、次のとおりとする
9

ア 募集人数は、募集定員のお%以内とする O

イ 志願できる者は、次の(ア)---(ウ)を満たし、中学校長の推薦を得た者とする c

(ア〉 当該学科を志望する動機、理由が明白かっ適切で、あること o

(イ) 当該学科に対する適性、興味及び関心を有すること D

(ウ) 調査書に譲れた点や長所の記録を有すること。� 

(5) 	 推薦入学志願者全員について、面接を実撞する。

なお、工業科(工芸科及びデザイン科)、体育科、演劇科、普通科(スポーツ科学

ニコース及び芸術コース)の忠願者については、面接のほかに実技を実施する。

また、実技を実施しない学校・学科(コース)では、作文又は小論文を実施する

ことができるものとする。� 

(6) 	 合格内定者の選考は、 志願理由書及び調査書並びに面接、一部の学校に

あっては、実技、作文又は小論文の結果を総合して行うものとする。� 

(7) 	 選考結果通知書は、当該中学校長あてに送付する O 

(8) 	 推薦入学による合格者の発表は、一般入学の合格者とともに、各志願先高等学校

で、受検番号の掲示をもって行う o 

5 中

(1) 連携型入学については、次のどおりとする。

ア 平成23年� 3月に連携中学校を卒業見込みの者のうち、当該高等学校を志願する者

を対象とする。

イ 連講中学校から当 を忠顧する者は、連携型入学に窓願することを原出

とする。


ウ 出願は、合格の内定を得た場合に入学を確約できる者とす
 "'-'0

エ 連携型入学の志願者全員について、面接を実海する。

オ 合格内定者の選考は、当該高等学校が内容を指定するレポート、調査書、面接及

び必要に応じて学校が提出を求める書類を総合して行うものとする。

カ 選考結果通知書は、当該中学校長あてに送付する。

キ 連携型入学による合格者の発表は、一般入学の合格者とともに、志願先高等学校

で、受検番号の掲示をもって行う。� 

(2) 	 併設型入学は、平成23年� 3月に当該併設中学校卒業見込みの者を対象とし、入学

者選抜は行わない。� 

6 	通信制課程の入学� 

(1) 	 入学者の選抜は、中学校長から提出される調査書並びに高等学校において実施す

る面接及び作文の結果を資料として行う。� 

(2) 	 選抜結果通知書は、本人あてに送付する。
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7 その怯� 

(1) 	 平成23年度石川 の詳細については、平成23年度石川県

める。� 

(2) 長期欠席生徒のうち、希望する者は、自己申告書を提出することができるo

/綱、 
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立� I1県立能都北辰高等学校専攻科入学者選抜方針

平成23年度石川県立能都北辰高等学校専攻科第� 1学年入学者の選抜は、その教育を受け

るにふさわしい生徒の能力、適性等を評価して、合格者を決定するものとし、次のとおり

方針を定めの� 

1 出願期間�  平成23年� 1月 4日(火)� "-'1月11日〈火)

2 学力検査及び面接� 平成23年� 1月14日(金)

3 合格者発表�  平成23年� 1月初日(木)

4 選抜方法�  学力検査及び面接の結果を資料として総合的に判

定する O

5 そ の 平成23年度石川県立能都北炭高等学校専攻科入学者選抜の他

詳細については、平成23年度石川県立能都北炭高等学校専攻

科入学者募集要項で定める。



国 平成23年度石川県立特別支援学校幼稚部及び高

平成23年度石川県立特別支援学校幼稚部及び高等部第� 1学年入学者の選抜は、学校が幼

児。生徒の埠寄の実態を把謹し、能力、適性等を評価して合格者を決定するものとし、次

のとおり方針を定める。

区分! 学部名 抜 出願期間

部
検査、視力検査、

職業適性検査、面接� 

H23. 2. 16 (ま)
校

学力 視力検査、
攻科 職業適性検査、面接

認知能力検査、聴力
 
幼稚 
 H23. 2. 17林)

面接

(め3 3. H23.I口向

ろ
う

吾日 学力検査、 託23.L II (大)~~ r~， I 
----L27(本)

小論文、
攻科 面接

(本)16 2. H23. 

以

外

の

特

別

支

援

学

校

学力検査、身体機能

高等部 及び運動能力検査、

苗接

平成23年度石川県立特別支援学校幼稚部及び高等部入学者選抜の詳細については、平成� 

23年度石川県立特別支援学校幼稚部、高等部入学者募集要項で定める。� 

- d 一一
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W 平成23年度石川県立中学校入学者選抜方針

平成23年度石川県立金沢錦丘中学校第� 1学年入学者の選抜は、併設型中高一貫教育を受

けるにふさわしい児章の能力、適性等を評伍して、合格者を決定するものとし、次のとお

り方針を定める G 

1 出願期間 平成23年� 1月17日(月)� '"'-'20百(木)� 

2 総合適性検査、作文及び面接

平成23年� 1月訪日(日)� 

3 抜 結果通知 平成23年� 2月� 7日(月)� 

4 入学意思議認普コ受付 平成23年� 2月� 86 (火) '"'-'106 (木) 

5 欠 員 補 充 入学予定者に欠員が生じた場合は、平成23年� 3月� 36 (木)

までに補充するものとする。� 

抜 法 小学校長から提出される調査書並びに中学校において実施

る選抜のための総合適性検査、作文及び面接の結果を

として、総合的に判定する。

アそ の 他 平成23年度石川県立中学校入学者選技の詳細については、

平成23年度石川県立中学校入学者募集要項で定める。� 

- 9 




重量
平成23年度石川県公立高等学校、石川県立能都北辰高等学校

専攻科、石川県立特別支援学校及び石川県立中学校における

入学者選抜方針の比較対照表

来平或23年度方針欄の下線部i立、平成22年度との変更点を表す。

平成�  23 年 方針 	 平成22年度〈参考)

1 公立高等学校入学者選抜方針

平成23年度石川県公立高等学校第� 1学年入学

者の選抜は、学校がそれぞれの常科やコースの

特色を配慮しつつ、その教育を

しい生徒の能力、適性等を評価して、合格者を

決定するものとし、次のとおり方針を定める。� 

1 出頭資格

次の(1)、� (2)又は(討を満たし、かつ、� (4)、

何人� (6)のいずれかに該当する者とする。

ただし、七尾東雲高等学校演康科にあって

は、次の(1)、� (2)又はり)を溝たすものとするむ

(1)平成 23年� 3月 中 しくはこれに準� 

ずる学校又は の前期課程(以

下「中学校J という。)を卒業見込み又は惨

了見込みの者

(2) 中学校を は修了した者� 

(3) 	 第95条の規定に該当� 

する� 

(4) 	 自説 る場合は、志願者及� 

び保護者が 内 る者又は入学まで

に県内 ることとなる者

一般入学

(木)'"'-'22日(火)

〈金) "-'3JJ1毘(火)

(火〉及び 9 f3 (求) 

(5) 定時制 出頭する場合は、志顕者が� (5) に出頭する場合は、

I 公立高等学校入学者選抜方針

平成22年度石川県:公立高等学校第� 1学年入学

者の選抜は、学校がそれぞれの学科やコースの

特色を配慮しつつ、その教育を受けるにふさわ

しい生徒の能力、適性等を評倍して、合格者を

決定するものとし、次のとおり方針を定める。� 

1 出願資格

次の� (1)、(2)又は (3)を満たし、かつ、� (4)、� 

(5)、(6)のいずれかに該当する者とする。

ただし、七尾東意高等学校演劇科にあって

は、次のな人� (2)又は(3)を満たすものとする。

3月に中学校若しくはこれに

(以中等教育学授の前期

という。〉を卒業見込み又

の者� 

(2) を卒業又は修了した者� 

(3) 学校教育法施行規則第95条の 当

(4) 日制課程に出願する場合は、

が県内に居住する者又は入

内に居住することとなる者� 

カミ

、
�
 

県内 は勤務している者〈入学まで 内に岩{主又は勤務している者 まで

に県内 は勤務する者を含む。) 内に岩生又は勤務する を含む。)� 

(6) に出顧する場合は、志願者が ;こ出額する場合は、

県内に る (入学までに県内に居住 内に居生する者〈入学までに

する る を含む。)� 
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(2) 定時期謀殺の一般入学 (2) 定時制課程の� 

出頭期間� O出頭期

日(火)~23(7]<) 13 3月3年22平成

O 検査等

平成22年� 3月25自(木)� 

0合格者発表 O合格者発表

平成23年� 3月初日(火〉正午� 平成22年� 3月30日(火〉正午� 

(3) 全日制課程及び定時制課程の指薦入学� (3) 全日制課程及び定時制課程の推薦入学� 

O出願期 O出願期間

平成23部� 1月28自(金〉

O面接等

・31日(月)� 平成22年� 2月� 2日(火) ・ 3出(水)。
平成23年� 2月4日(金〉� 平成22年� 2月� 9日(火〉� 

O 選考結果通知� O選考結果通知

平成22年� 2月訪日(火)� 

O合格者発表

日制課穂 平成23年� 3月16日(水)正午� i 全日制課程 平成22年� 3月18日(木)正午

成� 23 度方針 	 平成泣年震(参考)� 

定時制課程平成�  23年� 3月初日(火〉正午| 定時制課程平成22年� 3丹30日(火〉

の連携型入学� I(心 連携型中高一貫教育校の連携裂入学� 

O出願期間

平成22年� 2月� 2日(火)� . 3日(水)� 

面
平
一
選

、、 
一
会
問

内，
 

r
M

一
+
合
中

接
成
一
考

。。
 

q
u

FEz-目、

0面接

(火) 13 9月2 

O選考結果通知

平成22年� 2月16日(火)� 

O合格者発表

金一
白ハ円一

ペヨ月
一
知

2
一通

年
一
果

s'''E

O合諮者発表� 

(5) 	 通信制諜程の入学
 

O出願期間


平成23年� 3月� 7日(丹)� ~31 日(木)
 

O面接・作文


(日) 13 3月4年23平成� 

O選抜結果通知� 

3 按入学

(1) 全日制課程

ア 入学志願者段、一人� 1校 1学科(コース)

に限り出願できるものとする。

ただし、次のとおり開一校における第� 2

志望又は静願を認める。

平成22年� 3月四割(木〉正午� 

(5) 	 通借制課程の入学� 

O出願期間

平成22年� 3月� 8日(月)� ~4 月 1 日(木〉

-作文 

4月 4日〈日)� 

O選抜結果通知


平成22年 4丹� 7臼(水)
 

3 一般入学

的全日制課程

日制課程(連携型・併設型中高一

を除く� o )については、次のとおりとする号

ア 入学志願者;士、一人� 1校� 1学科(ニコース)

に限り出顕できるものとする。

ただし、次のとおり間一校における第� 2

は併瀬名?認、める。� 

11 




成� 23 年 方針 	 或22年度(参考〉

に関する学科、体育科、地域

、演説科及び総合学科の関で第� 2志

を認める。

(イ)普通科にコースを設置する学校について

;士、各コース及び普通科(コースを除く。)

の関で、第� 2志望を認める O 

町立をつけ)1(ウ)普通科と理数科については、

ない併願を認める。

イ 学力検査等については、� 1日自に国語、

社会、数学、理科及び外国語(英語)の� 5

教科の学力検査を実擁し、� 2日目に

適性検査、作文及び小論文のうちいずれか

一つ又は複数を実擁する O

ウ 学力検査における傾斜配点は、学校・

科(ご2ース)ごとに実施できるものとする。

だし、比重を高くできる教科は� 2教科

までとし、比重をかける配点は� 2怖を超え

ない範聞とする。

エ 出願調整のため、定められた志願変

内に限り忠顕変更を認めるものとする。

県外かちの保護者の転勤等により、やむ

を得ず定められた出頭期間内に出鎮できな

かゥた者のため、特例出額期間を設ける。� 

(2) 	 定時制課程


定時制課程については、次のとおりとする。


ア 入学忠願者は、一人� l校� 1学科に限り


願できるものとする O

だし、関一校に設置する異なる部(午

前部、午後部、在関部)の関で、第� 2志望

を認める。

イ 学力検査等については、国語及び数学の� 

2教科の学力検査、並びに面接及び作文の

うちいずれか一つ又は両方を実施する口� 

ただし、� 20歳以上の者は、面接及び作文

のみで受検することができるものとする。

(3) 

一般入学で募集する人数は、募集定員から推

薦入学の合格内定者数等を減じた数とする。

(ア)普通科、議業に関する学科、体育科、地域

創造科、演劇科及び総合学科の開で第� 2

めるむ

(イ)普通科にコースを設置する学校について

;士、各ごコース及び普通科(コースを除く司)

の需で、第� 2志望を認める。

慎位をつけ11(ウ)普通科と理数科については、 

ない併願を認める。

イ 学力検査等については、� 1呂田に国語、

社会、数学、理科及び外国語(英語)の� S

教科の学力検査を実施し、� 2日目に

適性検査、作文及び小論文のうちいずれか

は複数を実施する弓

ウ 学力検査における傾斜配点は、

科(コ…ス)ごとに実施できるものとする。

し、比盤を高くできる教科は� 2教科

までとし、比重をかける配点は� 2倍を趨え

ない範囲とする。

エ 出願調整のため、定められた志願変更期

関内に限り志顔変更を認めるものとするむ

オ 県外からの保護者の転勤等により、やむ

持ず定められた出額期間内に出頭できな

かった者のため、特例出頭期間を設ける E 

(2) 	 定時制課程

定時制課程については、次のとおりとする。

ア 入学芯願者は、一人� 1校� 1学科に隈り出

願できるものとする。

ただし、間一校に設置する異なる部(午

語部、午後部、夜間部)の開で、第� 2

る。

イ 学力検査等については、国語及び数学の� 

2教科の学力検査、並びに面接及びイ乍文の

うちいずれか…つ又は両方を実擁する。

だし、� 20歳以上の者は、面接及び作文

のみで受換することができるものとする D 

(3) 募集人数

一般入学で募集する人数山、

薦入学の合格内定者数を減じ� 

12 




平成�  23 年度方針 	 平成22年度(参考〉� 

(4) 選抜資料	 (4) 

選抜棄料は、中学校長から提出される 選抜資料は、中学校長から提出される調査書

及び成積一覧表による内申並びに高 及び成績一覧表による内申並びに

いて実施する学力検恋等の結果を資料と� いて実施する学力検査等の結果を� 

(5) 選抜方法	 (5) 選抜方法

して審査する。

なお、面接、連世検査、作文及び小論文

も十分参考にする o

高等学校

をもって行う。

よ|入学者の選抜は、 入学者の選抜は、調査書及び成議一覧表によ

る内申と学力検査の	 る内申と学力換査の結果との相互関係等を十分

考憲して審査する。

なお、面接、適性検査、作文及び小論文の結

果も十分参考にする。� 

(6) 合格者の発表

合格者の発表;士、各忠顕先高等学校

号の掲示をもって行う。� 

4 推薦入学ヰ 誰麓入学� 

(1) 対象	 (1) 対象

3月に石川県内の中学校卒業見込み 平成22 県内の中11月に若)3年� 

の者を対象とする。

し、七尾東雲高等学校演劇科について

は、県外の中学校卒業見込み又は諺了見込みの

者も対象とすることができるものとする。� 

できる学科� 

を対象とする。

ただし、七患東意高等学校演劇科について

は、果外の中学校卒業見込み又は修了見込みの

も対象とすることができるものとする。

I(2) 出願できる

、対象学科(ニコース)のうち一人� 1校| 出願は、対象学科(ロース〉のうち一人工校� 

1学科(コース)に限るものとし、合格の内定� I1学科(コース〉に限るものとし、合格の内

を得た場合に入学を確約できる者とする。� Iを得た場合に入学を確約できる者とする。� 

(3) 全自説課程における募集人数及び推薦要件� I(3)全日制課程における募集人数及び推薦製件

全自制課程については、次のとおりとする。

ア 普通科(コースを除く。)の推薦入学

(ア) 募集人数は、募集定員の印私以内とす

る。� 

(イ)

し、
 

a 

b 当 定める を溝た

すこと。

日制課程(連携型・併設型中高一貫

除く。)については、次のとおりとする O

普通科〈コースを掠く� o )の推薦入学 

(7) 	 募集人数;士、募集定員の20%以内と

る。

ただし、普通科が� 1学年� 2学級以下の

にあっては、� 30%)以内とする。

(イ) 志願できる者は、次の� a及びbを溝

し、中学校長の推薦会得た者とする。� 

a 学習の記録が褒良であること。� 

b 当該高等学校が定める推薦要件を満

すこと。

コウ



平成�  23 年 度 方 針 	 平成22年度(参考)

イ 職業に関する学科、体育科、地域創造科、

演劇科、普通科(自然科学、国際文化、人

間福祉、情報科学、スポーツ科学、芸術及び

外国語の各コース)及び総合学科の推薦入学

(ア) 募集人数は、募集定員の30%以内とす

る。

(イ) 志願できる者は、次の� a"'"'cを満た

し、中学校長の推薦を得た者とする。� 

a 当該学科(コース)を志望する動機、

理由が明白かっ適切であること。� 

b 当該学科(コース)に対する適性、興

味及び関心を有すること。� 

C 調査書に優れた点や長所の記録を有す

ること又は当該高等学校が定める推薦要

件を満たすこと。� 

(4) 定時制課程における募集人数及び推薦要件

定時制課程については、次のとおりとする。

ア 募集人数は、募集定員の30010以内とす

る。

イ 志願できる者は、次の� (7)"'"' (ウ)を満た

し、中学校長の推薦を得た者とする。

(ア) 当該学科を志望する動機、理由が明白

かっ適切であること。

(イ) 当該学科に対する適性、興味及び関心

を有すること。

(ウ) 調査書に優れた点や長所の記録を有す

ること。� 

(5) 	 面接・実技等

推薦入学志願者全員について、面接を実施す

イ 職業に関する学科、体育科、地域創造科、

演劇科、普通科(自然科学、国際文化、人

間福祉、情報科学、スポーツ科学、芸術及び

外国語の各コース)及び総合学科の推薦入学

(ア) 募集人数は、募集定員の50010以内とす

る。

(イ) 志願できる者は、次の� a"'"'cを満た

し、中学校長の推薦を得た者とする。� 

a 当該学科(コース)を志望する動機、

理由が明白かっ適切で、あること。� 

b 当該学科(コース)に対する適性、興

味及び関心を有すること。� 

C 調査書に優れた点や長所の記録を有す

ること又は当該高等学校が定める推薦要

件を満たすこと。� 

(4) 定時制課程における募集人数及び推薦要件

定時制課程については、次のとおりとする。

ア 募集人数は、募集定員の50010以内とす

る。

イ 志願できる者は、次の(7)"'"'(ウ)を満た

し、中学校長の推薦を得た者とする。

(ア) 当該学科を志望する動機、理由が明白

かっ適切で、あること。

(イ) 当該学科に対する適性、興味及び関心

を有すること。

(ウ) 調査書に優れた点や長所の記録を有す

ること。� 

(5) 	 面接・実技等

推薦入学志願者全員について、面接を実施す

る 。|る。

なお、工業科(工芸科及びデザイン科)、体| なお、工業科(工芸科及びデザイン科)、体

育科、演劇科、普通科(スポーツ科学コース及|育科、演劇科、普通科(スポーツ科学コース及

び芸術コース)の志願者については、面接のほ

かに実技を実施する。

また、実技を実施しない学校・学科(コー

ス)では、作文又は小論文を実施することがで

きるものとする D 

(6) 選考方法

び芸術コース)の志願者については、面接のほ

かに実技を実施する D

また、実技を実施しない学校・学科(コー

ス)では、作文又は小論文を実施することがで

きるものとする。� 

(6) 選考方法

合格内定者の選考は、推薦書、志願理由書及| 合格内定者の選考は、推薦書、志願理白書及

び調査書並びに面接、一部の学校にあっては、 |び調査書並びに面接、一部の学校にあっては、

実技、作文又は小論文の結果を総合して行うも|実技、作文又は小論文の結果を総合して行うも

のとする。� Iのとする。

ーは-



成� 23 度方針 	 平成22年度(参考)� 

(7) 	 選考結果の通知

当該中学校長あてに送{ずずる。

掛 合格者の発表 	  I(8) 合格者の発表

推薦入学による合棒者の発表は、一殻入学の� l 推薦入学による合格者の発表は、一般入学の

合格者とともに、各志願先高等学校で、受検番� i合格者とともに、各志顔先高等学校で、受検番

号の掲示をもって行う。� I号の掲訴をもって行う。

己 中高一貫教蕎校の入学� 1 5 連携型中高一貫教青校の入学

当該高等学校の入学は、次のとおり連携型入

(削除 1学、一般入学及び推薦入学の方法により実施す

る。� 

(1) 	 連携型入学 (1) 連携型入学

連携型入学については、次のとおりとする。 連携型入学については、次のとおりとする号

Q
U年

一
ち
る

ア お
一
う
す

成
一
の
と

平
一
者

月

当

中学校を卒業見込み| ア 平成22年� 3月 中学校を卒業見込み

等学校を志願する者を! の者のうち、当 等学校を志願する者を

対象とする。

の

イ 連携中学校から当該高等学校を志願する イ 連携中学校から当該高等学校を志顕する

は、連携型入学に志願することを原町と 者は、連携型入学に志願することを原知と

する O する。

ウ 出願は、合格の内定を得た場合に入学を� i ウ 出額は、合格の内定を得た場合に入学を

確約できる者とする。� I 確約できる者とする。

コ二 について、部接| エ 連携型入学の志願者全員について、面接

実擁する。 を実施する。

オ 合格内定者の選考;士、当該高等学校が内

を指定するレポート、調査書、面接及び

に応じて学校が提出を求める書類を総

して行うものとする。

力 選考結果通知書は、当該中学校長あてに

送付する。

キ 連携型入学による合格者の発表は、一般

入学の合格者とともに、志願先高

受検番号の掲示をもって行う O

オ 合格内定者の選考は、当該高等学校が内

容を指定するレポート、調査書、面接及び

に応じて学校が提出を求める書類を総

して行うものとする。

カ 選考結果通知書は、当該中学校長あて

送付する。

連携型入学による合格者の発表は、一般

入学の合格者とともに、

受検番号の掲示をもって行う c

。「




平成�  23 年度方針 	 平成22年度(参考)

(削除) (2) 一般入学

一般入学は、� f3 一般入学」に準じて行う。

ただし、募集人数は、募集定員から連携型入

学及び推薦入学の合格内定者数を減じた数とす

る。� 

(削除) (3) 推薦入学 


推薦入学は、� f4 推薦入学Jに準じて行う
D
ただし、募集人数は、特に定めない。� 

(削除)	 6 併設型中高一貫教育校の入学

当該高等学校の入学は、次のとおり併設型入

学、一般入学及び推薦入学の方法により実施す

る。� 

(2) 併設型入学 	  I(1) 併設型入学

併設型入学は、平成23年� 3月に当該併設中学| 併設型入学は、平成22年� 3月に当該併設中学

校卒業見込みの者を対象とし、入学者選抜は行|校卒業見込みの者を対象とし、入学者選抜は行

わない。

(削除)

(削除) 

6 通信制課程の入学� 

(1) 選抜方法

入学者の選抜は、中学校長から提出される調

査書並びに高等学校において実施する面接及び

作文の結果を資料として行う。� 

(2) 	 選抜結果の通知 


選抜結果通知書は、本人あてに送付する。


わない。� 

(2) 	 一般入学

一般入学は、� f3 一般入学」に準じて行う。

ただし、募集人数は、募集定員から併設型入

学による入学予定者数及び推薦入学の合格内定

者数を減じた数とする。� 

(3) 	 推薦入学

推薦入学は、� f4 推薦入学」に準じて行う。

ただし、併設中学校以外の石川県内の中学校

を、平成22年� 3月に卒業見込みの者を対象とす

る。� 

7 通信制課程の入学� 

(1) 選抜方法

入学者の選抜は、中学校長から提出される調

査書並びに高等学校において実施する面接及び

作文の結果を資料として行う。� 

(2) 	 選抜結果の通知 


選抜結果通知書は、本人あてに送付する。


「

O 



成� 23 年度方針 	 平成22年震〈参考)� 

γ その他	 8 その地� 

(1) 選抜	 (1) 選抜の詳細

平成23年度石川県公立高等学校入学者選抜の 平成22年度石)� 

については、平成23年度石川県公立 詳細については、

11熟公立

校入学者募集要項で定める。� 

(2) 	 自己申

長期欠席生徒のうち、希望する者は、自己申

を揖出することができる O

芸 能都北辰高等学校専攻科選抜方針

平成23年度石川県立能都北辰高等学校専攻科

第工学年入学者の選抜i士、その教育を受ける

ふさわしい生徒の詑力、適性等を評価して、合

格者を決定するものとし、次のとおり方針を定

める。� 

1 日程
 

O出願期間
 

0学力検査及び面接� 

O合格者発表


平成23年� 1月20日(木〉正午


2 選按方法� 

校入学者募集要項で定める。� 

(2) 	 自己申


長期欠席生徒のうち、
 る者;士、自日申

を提出することができる。

五 能都北辰高等学校専攻科選抜方針

平成22年度石)11県立能都北茨高等学校専攻科

第� 1学年入学者の選抜は、その教育を受けるに

ふさわしい生徒の能力、適性等を評価して、合

格者を決定するものとし、次のとおり方針を定

める。� 

1 E3程


。出頼期間


平成22年� 1月4日(月) '"'-'8詩(金)
 

O学力検査及び間接


平成22年� 1月日告(金)
 

O合格者発表


平成22年� 1月21日(木)
 

12 選抜方法

の結果を資料とし学力検査及び蕗接の結果を資料とし| 調査書、学力

て総合的に判定する。� 

3 その地

平成23年度石)11県立能都北畏高等学校専攻科

入学者選抜の詳細については、平成23年度石川

県立能都北炭高等学校専攻科入学者募集要項で

定める。� 

1て総合的に判定する窃� 

3 その弛

平成22年度石)11県立能都北長高等学校専攻科

入学者選抜の詳細については、平成22年度石J11 

県立龍都北炭高等学校専攻科入学者募集要項で

定める o 



平成�  23 年度方針�  平成22年度(参考)� 

E 特別支援学校選抜方針

平成23年度石川県立特別支援学校幼稚部及び

高等部第� 1学年入学者の選抜は、学校が幼児・

生徒の障害の実態を把握し、能力、適性等を評

価して合格者を決定するものとし、次のとおり

方針を定める。� 

1 日程

(削除)

(1)ろう学校


ア 幼稚部 
  

O出願期間


平成23年� 1月11日(火)� '"'-'27日(木)
 

0学力検査等 


平成23年� 2月17日(木)
 

0合格者発表 


平成23年� 3月 3日(木)


イ 高等部及び専攻科� 

O出願期間

平成23年� 1月11日(火) '"'-'27日(木)� 

0学力検査等

平成23年� 2月16日(水)� 

O合格者発表

平成23年 3月 3日(木)� 

(2)上記以外の特別支援学校 
  

O出願期間


平成23年� 1月11日(火)� '"'-'27日(木)
 

0学力検査等 


平成23年 2月16日(水)
 

O合格者発表 


平成23年 3月 3日(木)


E 特別支援学校選抜方針

平成22年度石川県立特別支援学校幼稚部及び

高等部第� 1学年入学者の選抜は、学校が幼児・

生徒の障害の実態を把握し、能力、適性等を評

価して合格者を決定するものとし、次のとおり

方針を定める。

(1)視覚障害特別支援学校
 

O出願期間 


平成22年2月1日(月)'"'-'26日(金)
 

O学力検査等 


平成22年3月12日(金)
 

O合格者発表 


平成22年3月19日(金)
 

(2)聴覚障害特別支援学校 


ア 幼稚部 
  

O出願期間


平成22年� 1月12日(火)� '"'-'28日(木)
 

0学力検査等 


平成22年 2月18日(木)
 

O合格者発表 


平成22年 3月 4日(木)


イ 高等部及び専攻科� 

O出願期間

平成22年� 1月12日(火)� '"'-'28日(木)� 

0学力検査等

平成22年 2月17日(水)� 

0合格者発表

平成22年 3月 4日(木)� 

(3)上記以外の特別支援学校 
  

O出願期間


平成22年� 1月12日(火)� '"'-'28日(木)
 

0学力検査等 


平成22年 2月17日(水)
 

O合格者発表 


平成22年 3月 4日(木)




或 23 震年 方 童十 平成22年度〈参考)

2 選抜方法の概要� 2 選披方法の概要� 

学力検査、視力検査、 学力検査、視力検査、

職業適性検査、面接 職業適性検査、面接

検査、視力検査、 検査、視力検査、

職業適性検査、面接 職業適性検査、吾接

、去
i
匂，マ 去、MJa選 抜 方 選 抜 方
a

悲

特
例
刻

認知能力検査、聴力 認知語力換査、替、力

話接 面接

、運動能力検査、 運動龍力検査、

ろ
一
う
一

学

校

校

小論文、 小論文、

記

以

外

の

特

別

支

援

学

校

上

記

以

外

の

特

別

支

援

学

校

3 その他 3 その他

平成23年度五月巣立特別支援学校幼報部及び 平成22年度石川県立特別 び

高等部入学者選抜の詳結については、平成23年 高等部入学者選抜の詳締について 、平成22年

度石川果立特JJ'J 度石川県立特別支援学校幼 等部入学者

募集要項で定める。 募集要項で定める。� 

斗
} 



中学校選抜方針� 

11県立金沢鎮圧中学校第� 1学年� j 平成22

合格者

平成�  23 年度方針 平成22年度(議参考〉

IN 砿JII果立中学校選抜方針� 

1県立金沢錦丘中学校第11J年度若� 

中高一貫教育を受ける� i入学者の選抜は、併設型中高一貫教育を受ける

の能力、適性等を評{lffiして、� iにふさわしい児童の能力、適性等を評価して、

るものとし、次のとおち方針を|合格者を決定するものとし、次のとおり方針を

定める。� 定める。

1 日程� 1 日程� 

O出願期 O出願期間

平成23年� 1月17S (月) '""20日(木)� 平成22年� 1月g時〈金) '""14時(木)� 

O総合連性検査、作文及び面接 O総合適性検査、作文及び面接.

平成23年� 1月30日(臼〉 平成22年� 1月24日(百〉� 

。選抜結果通知 O選抜結果通知

平成23年� 2月� 7S (月) 平成22年� 2丹� 1S (月) 

O入学意思確認書の受付� O入学意思確認書の

平成22年� 2月 2時(火) '""4日(木)� 

O欠員靖充 O欠員補充

入学予定者に欠員が生じた場合は、平成� 入学予定者に欠員が生じた場合は、� 

23年� 3月� 3時〈木〉までに補充するものと 22年 3月 4自(木〉までに補充するものと

する。� する O 

2 選抜方法� 12 選抜方法

小学校長から提出される調査書並びに中学校| 小学校長から提出される調査書並びに中

において実施する選抜のための総合適性検査、 |において実撞する選抜のための総合適性検査、

作文及び面接の結果を資料として、総合的に判� i作文及び酷接の結果会資料として、総合的に判

定する。� 1定する。� 

3 その怯 13 その佑

平成23年変石川県立中学校入学者選抜の詳紹! 平成22年度石川県立中学校入学者選抜の詳細

については、平成23年度石川県立中学校入学者� iについては、平成22年度石川県立中学校入学者

める。� I募集要項で定めるむ

。

ぺ
/
」


